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七
月
三
十
日
（
土
）
か

ら
三
十
一
日
（
日
）

に
か
け
て
、「
新
美

南
吉
生
誕
祭
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
来
、
三
年
ぶ

り
の
開
催
で
す
。
両
日
と
も
紙

芝
居
や
朗
読
、
人
形
劇
、
歌
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
南
吉
作

品
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ほ
か
に
も「
ガ
リ
版
体
験
」

や
「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室
」、

彼
岸
花
の
風
車
を
作
る
体
験
な

ど
、
親
子
で
楽
し
め
る
行
事
も

開
催
し
て
、
終
始
賑
や
か
な
生

誕
祭
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
誕
生
日
当
日
の
七
月
三

十
日
は
、
朝
か
ら
「
南
吉
さ
ん

の
日
」
式
典
を
行
な
い
、
た
く

さ
ん
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
来
年
、
南
吉
は
生
誕
一
一

〇
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
式

典
で
は
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー

ド
を
披
露
す
る
こ
と
に
。
半
田

市
長
、
半
田
市
議
会
議
長
、
南

吉
童
話
賞
ま
た
は
感
想
画
コ
ン

ク
ー
ル
に
入
賞
経
験
の
あ
る
地

元
の
小
学
生
、
坂
田
詩し

い
か花
さ
ん

と
石
川
由ゆ

宇う

さ
ん
に
よ
っ
て
白

布
が
降
ろ
さ
れ
る
と
、「
あ
と

３
６
５
日
」
の
文
字
が
大
き
く

現
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
の
式
典
に
は
、
半

田
市
出
身
の
俳
優
・
間
瀬
富ふ

み未

子こ

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
南
吉
の

詩
「
明
日
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ

ン
グ
と
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ご

ん
ぎ
つ
ね
」
の
劇
中
歌
〝
生
ま

れ
た
よ
、
あ
り
が
と
う 

―Gon

の
テ
ー
マ
―
〟
を
歌
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
間
瀬
さ
ん
は
小

学
一
年
生
の
時
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
に
出
演
さ

れ
た
こ
と
が
、
舞
台
俳
優
へ
の

第
一
歩
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
お
話
も
交
え
な
が
ら
、

会
場
い
っ
ぱ
い
に
歌
声
を
響
か

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

南
吉
の
生
誕
一
一
〇
年
ま
で

あ
と
一
年
。
こ
れ
を
弾
み
に
、

今
後
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

①

②

③



第 218 号 令和4年8月発行（季刊）

－ 2 －

　
現
在
、
新
美
南
吉
記
念
館
で

は
半
田
市
制
八
十
五
周
年
記
念

特
別
展
「
南
吉
の
昭
和
17
年
～

私
は
死
ぬ
　
け
れ
ど
私
の
仕
事

は
死
な
な
い
～
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。（
～
十
一
月
六
日
）

＊

　

昭
和
十
七
年
、
新
美
南
吉
は

「
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
」「
牛

を
つ
な
い
だ
椿
の
木
」「
花
の

き
村
と
盗
人
た
ち
」
な
ど
後
期

の
代
表
作
を
始
め
と
す
る
多
く

の
作
品
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
は
、
第
一
童
話
集
『
お

ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』（
有
光

社
）
な
ど
、
南
吉
の
死
の
前
後

に
出
版
さ
れ
た
三
冊
の
童
話
集

の
た
め
の
作
品
で
し
た
。

　

昭
和
十
七
年
一
月
に
は
、
学

生
時
代
に
発
症
し
た
結
核
の
進

行
に
伴
う
死
へ
の
不
安
や
恐
怖
、

文
学
が
せ
め
て
も
の
救
い
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
日
記
に
記
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
春
先
に
は
そ

う
し
た
不
安
や
恐
怖
を
乗
り
越

え
眼
を
見
張
る
勢
い
で
創
作
に

打
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
南
吉
の
心
境
が
変
化

し
た
要
因
に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
自
分

の
童
話
集
が
出
版
さ
れ
る
と
い

う
夢
が
現
実
の
も
の
と
し
て
目

前
に
現
れ
た
か
ら
と
い
う
理
由

が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

折
し
も
昭
和
十
六
年
十
二
月
に

は
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
南

吉
は
教
師
と
し
て
も
童
話
作
家

と
し
て
も
影
響
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
十
八
年

三
月
に
二
十
九
歳
で
亡
く
な
っ

た
南
吉
が
、
死
を
覚
悟
し
な
が

ら
力
を
尽
く
し
た
昭
和
十
七

年
。
今
年
は
そ
れ
か
ら
ち
ょ
う

ど
八
十
年
に
当
り
ま
す
。

　

本
展
で
は
南
吉
の
昭
和
十
七

年
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
三
冊

の
童
話
集
を
中
心
に
こ
の
一
年

が
南
吉
に
と
っ
て
ど
ん
な
時
間

だ
っ
た
の
か
を
探
り
ま
す
。
第

一
童
話
集
『
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ

ン
プ
』
の
装
丁
と
挿
絵
を
手
掛

け
た
、日
本
を
代
表
す
る
画
家
、

棟む
な

方か
た

志し

功こ
う

の
挿
絵
原
画
も
展
示

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
関
連
行
事
】

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ト
ー
ク

８
月
28
日
（
日
）、

9
月
19
日
（
祝
）・
25
日
（
日
）、

10
月
10
日
（
祝
）、22
日
（
土
）、

11
月
6
日
（
日
）

時
間
／
13
時
30
～（
45
分
程
度
）

＊
申
込
み
不
要

南
吉
童
話
、
ア
ー
ト
で
表
現

　
七
月
十
四
日
（
木
）、
市
内
の
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
「
つ
く

し
学
園
」
の
子
ど
も
た
ち
が
、
南
吉
童
話
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
づ

く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
年
齢
に
よ
っ

て
挑
戦
す
る
作
品
は
異
な
り
ま

し
た
が
、
ど
の
ク
ラ
ス
で
も
行

わ
れ
た
の
が
彼
岸
花
の
屏び

ょ
う
ぶ風

づ

く
り
で
す
。
茎
が
描
か
れ
た
紙

に
赤
い
手
形
を
元
気
よ
く
押
し

て
い
く
と
、
そ
こ
に
は
「
ご
ん

ぎ
つ
ね
」
に
書
か
れ
た
〝
ひ
が

ん
花
が
、
赤
い
布き

れ

の
よ
う
に
さ

き
つ
づ
〟
く
景
色
が
で
き
あ
が

り
ま
し
た
（
右
下
写
真
）。
ほ

か
に
も
「
手
袋
を
買
い
に
」
を

題
材
に
、
手
袋
の
型
紙
を
野
菜

ス
タ
ン
プ
や
ク
レ
ヨ
ン
で
彩
っ

た
り
、
狐
の
お
面
を
塗
っ
た
り

と
、
子
ど
も
た
ち
は
思
い
思
い

の
形
で
ア
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

今
回
制
作
さ
れ
た
作
品
は
、

い
ず
れ
も
「
み
ん
な
の
南
吉
展
」

に
出
展
さ
れ
ま
す
。「
み
ん
な

の
南
吉
展
」
と
は
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
南
吉
の

世
界
を
ア
ー
ト
で
表
現
す
る
こ

と
に
よ
り
、
環
境
や
立
場
を
越

え
て
〝
み
ん
な
が
つ
な
が
る
〟

こ
と
を
目
指
し
た
作
品
展
で

す
。
昨
年
に
続
き
二
回
目
を
開

催
す
る
べ
く
、
こ
う
し
て
作
品

づ
く
り
の
場
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
み
ん
な
の
南
吉
展
実
行
委

員
会
の
主
催
で
、
今
年
は
九
月

二
十
二
日
（
木
）
～
十
月
二
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
、
期
間
中
は

関
連
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
会
場
は
ク
ラ
シ
テ
ィ

と
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物
で
す
。

　

今
後
も
「
木
の
祭
」「
花
を

埋
め
る
」
な
ど
、
ほ
か
の
南
吉

作
品
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
作
品

づ
く
り
を
し
て
い
く
そ
う
で
、

半
田
の
ま
ち
な
か
に
、
子
ど
も

た
ち
が
手
が
け
た
南
吉
作
品
の

世
界
が
現
れ
ま
す
。
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童
謡
同
人
誌
『
チ
チ
ノ

キ
』
は
、
北
原
白
秋

門
下
の
若
手
童
謡
詩

人
た
ち
に
よ
っ
て
、
昭
和
五
年

三
月
～
昭
和
十
年
五
月
ま
で
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。
南
吉
も
昭
和

六
年
九
月
か
ら
同
人
と
な
り
、

童
謡
や
エ
ッ
セ
ー
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
南
吉
は
同
誌
を
通
じ

て
巽
聖
歌
と
知
り
合
い
、
の
ち

に
彼
を
頼
っ
て
上
京
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

先
日
そ
ん
な
『
チ
チ
ノ
キ
』

に
つ
い
て
、
記
念
館
で
未
収
蔵

だ
っ
た
号
九
冊
（
左
写
真
）
を

購
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
南
吉

の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
号
は
全

て
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
で
、
今
後
の
企
画
展
な
ど
に

活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
『
チ
チ
ノ
キ
』
自
体
は
既
に

各
所
で
研
究
さ
れ
、
同
誌
に
掲

載
さ
れ
た
南
吉
の
作
品
も
、
以

前
か
ら『
校
定
新
美
南
吉
全
集
』

（
大
日
本
図
書
）

な
ど
で
読
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
た
め
新
発
見

は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
作
品
に
限
ら

ず
、
東
京
時
代
の

南
吉
を
知
る
資
料

と
し
て
も
活
用
で

き
そ
う
で
す
。
た

と
え
ば
昭
和
十
年

五
月
に
発
行
さ
れ

た
最
後
の
『
チ
チ

ノ
キ
』
で
は
、
南

吉
の
住
所
が
〝
チ

チ
ノ
キ
社
内
〟
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
号
の
奥
付

を
見
る
と
、
チ
チ
ノ
キ
社
の
住

所
は
巽
の
家
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
こ
の
時
期
に
も
、
南
吉
は

巽
家
に
寄
宿
し
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
東
京
で
の
南
吉

の
足
跡
が
垣
間
見
え
ま
す
。

　

な
お
、『
チ
チ
ノ
キ
』
の
購

入
に
あ
た
っ
て
は
、
新
美
南
吉

顕
彰
基
金
へ
の
寄
附
金
を
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

度
か
ら
広
く
寄
附
を
募
っ
た
と

こ
ろ
、
既
に
た
く
さ
ん
の
方
か

ら
ご
支
援
い
た
だ
き
、
こ
う
し

て
新
資
料
を
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

基
金
へ
の
寄
附
は
一
定
の
条

件
で
税
控
除
が
受
け
ら
れ
る
ほ

か
、
さ
さ
や
か
で
す
が
特
典
も

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
、
半
田
市
へ

の
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
寄
附

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
返
礼

品
と
し
て
南
吉
フ
ァ
ン
向
け
の

サ
ー
ビ
ス
も
ご
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
記
念
館

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

記
念
館
の
北
を
流
れ
る
矢や

勝か
ち

川が
わ

は
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
に
〝
村

の
小
川
〟
と
し
て
出
て
く
る
川

で
、
秋
に
は
三
百
万
本
も
の
彼

岸
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
一
面

に
広
が
る
童
話
の
風
景
を
見

に
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
方
が
訪

れ
ま
す
が
、
彼
岸
花
を
綺
麗
に

咲
か
せ
る
た
め
に
は
年
間
を
通

し
た
手
入
れ
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
地
元
の
「
矢
勝
川
の
彼

岸
花
を
守
る
会
」
の
方
々
が
、

毎
日
草
刈
り
や
植
栽
に
勤
し
ん

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
近
頃
で

は
、
会
員
の
高
齢
化
と
減
少
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
年
度
か
ら
地
域

の
有
志
を
募
っ
て
、
一
斉
に
矢

勝
川
の
草
刈
り
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

草
刈
り
は
年
三
回
、
四
月
、

六
月
、
十
月
に
実
施
し
ま
す
。

既
に
四
月
と
六
月
に
つ
い
て
は

草
を
刈
り
終
え
ま
し
た
。
彼
岸

花
の
季
節
に
限
ら
ず
、
矢
勝
川

の
堤
防
は
普
段
か
ら
散
歩
道
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
記

念
館
を
訪
れ
た
際
に
は
、「
ご

ん
ぎ
つ
ね
」
の
舞
台
と
し
て
、

ぜ
ひ
歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
六
月
七
日
（
火
）
に

は
岩
滑
小
学
校
の
児
童
四
～

六
年
生
三
十
八
名
が
、
六
月

二
十
四
日
（
金
）
に
は
岩
滑
北

保
育
園
の
年
少
・
年
長
園
児

三
十
七
名
が
、
彼
岸
花
の
球
根

を
植
え
る
の
を
手
伝
っ
て
く

れ
ま
し
た
（
左
写
真
）。
南
吉

の
ふ
る
さ
と
・
半
田
に
咲
く

三
百
万
本
の
彼
岸
花
。
そ
の
中

に
自
分
た
ち
が
植
え
た
も
の
も

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
も
覚
え
て
い
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
も
な
く
秋
の
彼
岸
ご
ろ
。

地
域
の
人
々
が
見
守
り
育
て
る

彼
岸
花
が
、
今
年
も
咲
き
だ
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。
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四
月
（
卯
月
）

▼
９
日　

文
学
講
座
「
新
美
南

吉
は
何
故
故
郷
を
舞
台
に
児
童

文
学
を
書
い
た
の
か
？
」。53
人

参
加
。
於
ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田

▼
10
日　
「
榊
原
澄
香
ペ
ー
パ

ー
ア
ー
ト
展
」
終
了
。
会
期
中

観
覧
者
数
５
４
５
１
人
▼
16
日

企
画
展〝「
一
枚
の
葉
書
」は「
蟹

工
船
」
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
か
？
〟

始
ま
る（
～
７
月
10
日
）。
会
期

中
観
覧
者
数
７
１
７
６
人
▼
同

日　

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
例

会
▼
17
日　

第
１
８
０
回
新
美

南
吉
読
書
会
。
14
人
参
加

五
月
（
皐
月
）

▼
１
日　

中
日
新
聞
愛
知
総
合

版
で
企
画
展
〝「
一
枚
の
葉
書
」

は
「
蟹
工
船
」
の
オ
マ
ー
ジ
ュ

か
？
〟
が
紹
介
さ
れ
る
▼
４
・

５
日　
「
正
八
ち
ゃ
ん
の
端
午

の
節
句
」。
期
間
中
入
館
者
数

７
６
７
人
▼
15
日　

読
売
新
聞

北
海
道
総
合
版
で
企
画
展〝「
一

枚
の
葉
書
」
は
「
蟹
工
船
」
の

オ
マ
ー
ジ
ュ
か
？
〟
が
紹
介
さ

れ
る
▼
22
日　

第
１
８
１
回
新

美
南
吉
読
書
会
。
13
人
参
加
▼

28
日　
「
童
話
創
作
講
座
」
第

一
回
。
20
人
参
加
。
於
ア
イ
プ

ラ
ザ
半
田
▼
31
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
名

古
屋
放
送
局
の「
ま
る
っ
と
！
」

で
、
今
読
ん
で
欲
し
い
南
吉
作

品
な
ど
に
つ
い
て
、
記
念
館
館

長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
放
送

さ
れ
る

六
月
（
水
無
月
）

▼
1
日　

第
34
回
新
美
南
吉
童

話
賞
作
品
募
集
始
ま
る
（
～
9

月
10
日
）
▼
３
日　

新
美
南
吉

顕
彰
会
理
事
会
。
於
市
役
所
大

会
議
室
▼
17
日　

東
海
テ
レ

ビ
「
ス
イ
ッ
チ
！
」
で
、
南
吉

が
通
っ
た
書
店
と
し
て
同
盟
書

林
が
紹
介
さ
れ
る
▼
24
・
25
日

「
南
吉
さ
ん
の
蛍
ま
つ
り
」。
期

間
中
入
館
者
数
８
６
０
人
▼
26

日　

第
１
８
２
回
新
美
南
吉
読

書
会
。
16
人
参
加

七
月
（
文
月
）

▼
２
日　
「
童
話
創
作
講
座
」

第
二
回
。
17
人
参
加
。
於
ア
イ

プ
ラ
ザ
半
田
▼
同
日　

日
本
経

済
新
聞
の
〝
文
学
周
遊
〟
で
南

吉
の
童
話
「
嘘
」
が
紹
介
さ
れ

る
▼
16
日　

特
別
展
「
南
吉
の

昭
和
17
年
～
私
は
死
ぬ　

け
れ

ど
私
の
仕
事
は
死
な
な
い
～
」

始
ま
る
（
～
11
月
６
日
）
▼
同

日　

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
例

会
▼
24
日　

第
１
８
３
回
新
美

南
吉
読
書
会
。
16
人
参
加
▼

30
・
31
日　
「
新
美
南
吉
生
誕

祭
」。
期
間
中
入
館
者
数
８
１

０
人

工事に伴う臨時休館と生家駐車場の移動について

　来年の新美南吉生誕 110 年に向けて、記念館の常設展示をリニュー
アルします。その工事に伴い、記念館は 11 月７日（月）～令和５年
１月３日（火）まで臨時休館いたします。また南吉の生家につきまし
ても外壁修復工事を行うため、10 月 24 日（月）～令和５年１月３日（火）
まで見学できなくなります。皆様には大変ご不便をおかけしますが、
ご理解ご協力のほどをよろしくお願いいたします。

　また 10 月より、生家の駐車場が左図の通り移動する予定です。大
通りからそのまま入っていただけるようになりますので、ぜひ生家の
見学にご利用ください。

第34回新美南吉童話賞　作品募集中

　今年も子どもから大人まで、創作童話を募集してい
ます。ふるってご応募ください。

募集期間　９月 10 日（土）まで
賞金　最優秀賞 50 万円 ほか
※詳細は記念館 HP（右 QR コード）へ

ごんの秋まつり

　記念館北の矢勝川に 300 万本の彼岸
花が咲くのに合わせて開催している「ご
んの秋まつり」を、今年は９月 20 日（火）
～ 10 月４日（火）に行ないます。期間
中の休館日はありません。

日
誌
抄
‥


